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これからの日本農業

--世界に挑め！--

What to do with Agriculture in Japan…
Challenge and Explore the World Markets‼
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国内対策と海外対策



Ag operators over 65 years old:
16% in 1960
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65％ now

MAFF （2017）



• 規模拡大による生産コストの削減
– 規模拡大が困難な品目も段階的に拡大を

–
• 消費者ニース゛に対応した生産

– 同じ品目のマンネリ化生産からの脱却

– 消費者との直接連携 ？？？

• 高品質生産の追求と標準品質レベルの選択
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国内対策（生産者レベル）



アメリカを知れ！
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- 国際市場を狙うなら・・・

アメリカで通用するものは世界に通用する！

アメリカで流行するものは世界で流行する！
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日本農業の国際化とは・・・？
What is globalization for agriculture?

• 国内市場、海外市場で外国産と闘う！
Compete with foreign products in/outside Japan!

– 輸出をする！
Export products!

– 輸入を拒まない！
Do not refuse imports!

– 選択権を消費者に！
Give a choice to the consumers!

• 消費者主権を大事に！
Respect Consumer Sovereignty!



食料農業農村白書、2016年版、農水省、May 2018
The White Paper on Food, Agriculture and Rural Life, MAFF, May 2018



カリフォルニア米の流通（近年平均）

• 生産量 155万トン（精米換算）
• 国内消費量 85万トン
• 輸出量 70万トン

–日本 36万トン
–韓国 8万トン
–台湾 5万トン
–その他 21万トン

ソース：USDA: Rice Outlook, Feb. 2012,ほか
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Comparison of rice market prices between the U.S. and Japan
（Jan. 2000 – Apr. 2017）

日本とアメリカにおけるコメの国内価格の比較、

（2000年1月-2017年4月）

2008年5月の
国際価格高騰

Sources: Nikkei Shimbun Journal and USDA
Exchange Rates(monthly averages) are from Mitsubishi UFJ Research and Consulting 

$/MT

ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ・中粒種

ｱﾒﾘｶ南部・長粒種

日本：コシヒカリ

日本：アキタコマチ



Source: JETRO, 2017 https://www.jetro.go.jp/industry/foods/export_data.html （Visited on July 17,
2017）

日本のコメ輸出量と金額, 商業用 (2012 – ’16)
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日本のコメ輸出の現状

輸出量は国内生産量750万トンの

僅か 0.1% ！

国際競争力、輸出力の強化のためには

国内保護策は再考を
（飼料稲作等への補助金による足かせ）
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世界の日本食ブームで
“日本・Japan”の需要は高い！

• 輸出後発組の日本農業

• 世界の日本食ブームはあと20年は続く

– （高い日本産和牛が米国で好評）

• 継続的な国全体の取り組みが重要

• 日本(産)が好きな世界の消費者



• 輸出を積極的に取り組む
– 世界の日本食ブームをつかむ

– 自ら海外へ行脚を、新市場の開拓を

– 輸出に慣れる

• 海外に生産基地を
– 生産コストの安い海外の生産者と共同事業を

– 日本の技術を日本人により海外で現地の生産者とともに

– 世界の日本し好を日本人がかかわっていることで事業に生かす
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海外対策（生産者サイド）



• 農産物輸出へ経済的支援、技術的支援を
– 輸出事業設立への低利融資、

– 農業支援金融機関の海外進出

– 日本農業関連企業全体が海外進出を

• 日本農業にとって輸出と海外生産が当たり前、という
時代へ
– 日本農業を日本の地域に限定しない、

– 世界の食料生産の拡大を日本の技術が貢献する、

– 日本農業は日本と世界の消費者の厚生を目標に
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海外対策（国家レベル）


